






理事（2019 年 5 月まで）。千葉商科大学名誉教授。経済審議会、証
券取引審議会、総合エネルギー調査会等の委員を歴任。趣味はコーラス。
学校法人千葉学園 理事長
内田　茂男
UCHIDA Shigeo
8月28日（金）午後5時。首相官邸で行われた記者会
見で、安倍晋三首相が持病の悪化を理由に辞意を明ら
かにした。日本の総理大臣として連続在任期間でも通
算在任期間でも憲政史上最長の記録を残しての退陣で
ある。
なぜ長続きしたのだろうか？功罪両面から見ること
ができる。
安倍政権の最大の功績は民主党政権下、東日本大震
災で落ち込んでいたこの国の空気を一変させたことで
あろう。
第2次安倍政権が誕生してちょうど1年経った2013
年12月。日本経済新聞社グループが主催する恒例の年
末懇親会（エコノミスト懇親会）にさっそうと現れた安
倍首相が、満面の笑みを浮かべて次のように挨拶した。
「みなさん、安倍政権は倍返ししましたよ」。
その場にいたので鮮明に覚えている。株価（日経平均
株価）が首相就任から1年でほぼ2倍になったことを、
当時人気のあったテレビドラマ『半沢直樹』の決め台詞
で表現したのだ。その『半沢直樹』が7年ぶりに復活し
て視聴率を稼いでいるのは周知の通りだ。
経済再生を掲げたアベノミクスの「3本の矢」（①大胆
な金融政策②機動的な財政政策③民間投資を喚起する
成長戦略）のうち、金融政策（黒田日銀総裁による「異
次元の緩和政策」）と財政政策（財政支出の大幅拡大）は、
大方の想定以上の株高と円安をもたらし、短期の需要
喚起策として大成功を収めた。これにより家計も企業
も勢いを取り戻し、日本経済は長期拡大経路に乗った。
内閣府が毎年実施している（今年はコロナ禍で中止）
「国民生活に関する世論調査」によると、「現在の生活に
満足している」人の割合は、ここ数年、青壮年層を中心
に75% 近くで推移している。民主党政権下では67 ～
68％だったから、大きく改善している。このことが長
期政権を支えた最大要因だったと考えられる。アベノ
ミクスは、華々しく登場して喝采を受けた。安倍氏独
自の積極外交とあいまって国民は自信を取り戻したの
ではないか。この点は大いに評価したい。
安倍政権を支えたもう一つの要因は、逆説的に聞こ
えるかもしれないが、長期を見据えて取り組むべき構
造改革に本腰を入れなかったことだ。
構造改革には既得権勢力との対決が避けて通れない。
安倍政権はこれを避けてきた。敵を作らないことで政
権の安定を図ろうとしたのだ。典型例は、小泉純一郎
政権以来、歴代政権が政策の中枢に掲げてきた財政健
全化策を骨抜きにしてしまったことだ。投票率の高い
高齢者層に配慮して社会保障改革に手をつけず、民主
党政権下の「3党合意」で決まっていた10％への消費増
税をぎりぎりまで引き延ばした。
アベノミクスの第3の矢である成長戦略が不発に終
わったのも同じ理由による。医療・福祉分野をはじめ
多くの分野に張り巡らされた公的規制の削減に本腰を
入れなかった。規制の下で利益を得ていた既得権層の
反発を嫌ったからに違いない
安倍政権を引き継ぐことになった菅内閣は、当面は
新型コロナ対策に全力を挙げることになるが、前途は
間違いなく多難だ。日本はもちろん世界は90年前の大
恐慌以来の不況に突入している。緩やかではあっても
「安定した景気拡大」という、最長政権を支えた錦の御
旗は通用しない。すでに2018年9月に、安倍第2次政
権誕生と同時に始まり、戦後最長と期待された景気拡
大が終止符を打っていたことを、つい最近、内閣府の
専門家チームが明らかにした。
人口減少が加速していることもあって、このままで
は日本経済の成長力が低下してゆくのは目に見えてい
る。安倍政権が避けてきた経済構造改革に腰を据えて
取り組むことを期待したい。
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